
年 賀 状 」に り

(年頭挨拶部分はカッ ト)

(こ の他 に近況報告相当がない方分 )

4期  高田 昌嗣

最近は久住山など、近 くの山々を歩 いていま

す。

5期 稲葉 正己

私儀昨年末をもって永年のサラリー マン生活

を終えることにな りました。在職中は、格別の

ご厚情を場 りましたこと 心よ りお礼́申 し上げ

ます。 これからは 自然に楽 しみつつ、これまで

時間に追われや り残 したことに取 り組んでゆ 二

うかと考えています。今後 とも相変わ りませず、

よろしくお願い申し上げます。

11期  小山 清

昨年は春にはパの街 を歩き、秋にはハ ーフマ

ラソンを走 りました。

12期赤地 賢- 14期 赤地 喜久子

15期  松 下 重人

H14年 4月 山代で開業 します。

16期  北 ||1 隆次

春には昨年の雨飾山の リベンジを考 えていま

す。

16期  山内 政司

先 日、運動不足がたたり、腰を痛めま した。

そろそろ健康を真剣 に考えねばな らない年令 に

来ているようです。

17期  長田 正文

今年は年間10非の山登 りを目標にしたいと思

つてお ります。

17期  渡辺 和文

17期で金沢 B級 グルメツアーを計画中です。

懐か しの店の情報あ りました らお教え下さい。

18期 大西 正明

昨年 7月 より東京勤務となり、単身赴任生活

を送っております。単調な一人暮らしになりが

ちな自分を叱咤し、できるだけ外に出掛ける事

にしています。たまに山に登ったりもしていま

す。今年は南アルプスに挑戦したいと思ってお

ります。年末に17期 (川村、藤野、長田さん)

と忘年会をやりました。

20期 松下 和隆 20期  松下 早苗

う渡つご予lT

東海自然歩道を完歩す
る。この家族計画も2年

目を向かえ、昨年の夏
は裏富士を歩きました
。田貫 (た ぬき)湖か
ら本栖湖を経て精進湖
までの 15キ ロ。3泊
4日 のコースでした。
右の写真は田貫湖畔に

左の写真は、「本栖湖
の人魚姫」。魔法使い
にお願いして尾ひれを
足に変えてもらったと
ころ。と思いたくなる
ほど神秘的な湖。

右の写真は、パノラマ

台 (i305)か ら観た夏

富士。今コースの最高

点です。ちょっと雲が

かかつていて残念です
が、富士の大樹海と左

右に富士五湖 (本格湖

、精進湖)が見下ろせ

る贅沢な穴場です。

-r'..'.2[2L1..]r. しれ考か}可
`

20期  久富 象二

新年早々、カンボジアヘ行 つてきます。

25期  辻村 善徳

昨年は秋にベルクハイムヘ “単独行 "しよう

と計画 してお りましたが、残念なが ら果たせま

せんで した。今年こそ…。

200′、

“"■
―こ 帝おこ
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『
イ芭 0つ Lコ 漸薇《⊃ Eヨ Lコ 』 σつ

光 と 陰

栂 典雅(19期 )

舟田編集長から頼まれた「裏話Jになるのか

どうかは別として、とにかくあんなしんどい思

いはもう二度としたくないというのが、本音の

話。

依頼の電話があつたのは7月 上旬。受け手が

いないと、相手 (「 山と渓谷社」の下請編集者)

は焦つていた。よくあるパターンだ。そもそも

この本は、花の群落写真とエッセイ風の文章で

綴る「花のギャラリーJ、 百数十種の花を色別に

並べて解説する「花図鑑」、花を見るための「コ

ース案内」、代表的なお花畑で見られる花を網羅

的に記す「花マップ」などからなる単行本、使

用写真は300点にもなる。おいそれと引き受

けられる話ではない。が、「花図鑑」に相当する

『白山 花ガイ ド』という前歴?がぼくにあっ

たことが、結果的には、お互いの決め手になつ

たように思う。

頼んでおきながら「手持の写真を即、送れ」

などとは、さすが全国区出版社の威厳。これは、

「審査」にほかならない。そして、送られてき

た数冊のシリーズ既刊本を見て驚いた。名だた

るプロの写真家が名を連ねているではないか !

幸か不幸か、審査をパスしたぼくは、7月 中

旬から取材を開始した。ところが、あの 2000

年は変な年で、下旬は予想外の悪天候に見舞わ

れ、お花松原のクロユリも平年なら適期の8月

上旬でまだ薔。ならばと12日 に再訪したがま

だ四分咲き。ええい、ままよと翌週、万難を排

して豊れば、花は満開なのに現地に着いたらガ

ス。といつた具合で、夏はのんびり東北の山へ、

などは夢のまた夢、フ回も自山に登るはめにな

つた。後半は休みも取れず、マイカー規制もあ

つて、朝 5時市ノ瀬始発のパスに乗り、夕方 5

時30分別当出合発の終バスロがけて駆け下り

る、という鬼のような日帰り山行.思い出して

もゾッとする。

だがしかし、それより辛かつたのは、そのあ

とである。記録を見れば、その年の8月 までに

30回を数えた山行は、その後パッタリ途絶え、

休みはひたすら原稿書きと写真選びに追われる

日々。猛烈なス トレスとの戦いで、正月も登り

初めもスキーもなかつた。

というわけで、なんとかヤマケイの出版企画

に穴をあけずに済んだのであるが、ここで思い

出した裏話をひとつ。シリーズ⑤『自属岳』の

「花図饉」の解説に、ぼくが『白山 花ガイド』

で試みた名前の由来や漢字表記が多くあること

に気づいた。実は、数年前、自属のみやげもの

星で目にした『北アルプス 花ガイド』なる本、

体裁はもちろん、花を色・形で分ける苦心のオ

リジナリティまで見事にパクられ唖然。実用新

自
「 |

||

０
著
者
紹
介

掴
鰐
　
一興
雅
ズ
と
が

・
の
り
ま
さ
）

１
９
５
５
年
、
石
川
県
金
沢
市
生
ま
た
。

金
沢
大
学
在
学
中
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ダ

ル
部
に
所
属
し
、
自
由
や
北
ア
ル
プ
ス
な

ど
に
登

っ
た
の
が
、
高
山
の
花
と
の
出
会

い
。
以
来
、
山
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
、
白

山
山
系
を
中
心
に
山
遊
び
を
続
け
て
い
る
。

著
■
に
『白
山
　
花
ガ
イ
ド
」
（橋
本
確
文

堂
）
の
ほ
か
、
共
苦

・
分
担
執
筆
と
し
て
、

「山
と
高
原
地
図
　
山
山
〓
マ
ッ
プ
ル
マ
ガ

ジ
ン
向
山
〓

マ
ッ
プ
ル
マ
ガ
ジ
ン
自
然
の

遊
び
場
（西
日
本
ご
『日
本
百
名
山
を
金
る
」

「関
西
の
山
歩
き
１
０
０
選
」
（以
上
昭
文

社
）
、
「花
の
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
〓
山
と

濱
谷
社
）
、
「写
真
集
　
白
山
〓
山
菜

・
木

の
実
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
穴
以
Ｌ
橋
本
確
文
Ｉ
）

な
ど
が
あ
る
。
金
沢
市
在
住
。

●
編
集
ス
タ
ツ
フ

ミ́
ユ
ｘ
０
０
ｕヽ
Ｏ
ωヽ
〓
Ｏ
Ｄ

Ｏ
ブ
ツ
ク
デ
ザ
イ
ン

馬
嬌
正
司

（Ｏ
ｏ
ｏ
２

５
０
）

●
本
文
デ
ザ
イ
ン

ミ́
２
＾
０
「
●
∽
く
り
一〇
３
ｏ

●
図
版

Ｏ
ｍ
Ｏ

●
取
材
　
執
距
協
力

Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

●
情
報
提
供
等

石
川
県
自
然
解
説
員
研
究
会

石
川
県
自
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

自
峰
村
　
尾
口
村
　
〓０
野
谷
村

（株
）ツ
ウ
ワ
ン
自
峰

（財
）自
山
観
光
協
会

（株
）橋
本
確
文
堂

（株
）リ
ト
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ヤ
ー

●
花
図
鑑
の
樋
物
同
定

畔
上
能
力
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一
１１
●
一Ｌ
」̈
ｉ‐‐Ｌ
Ｌ
卜
Ｌ
が
Ｌ
‐

）
は
じ
め
に

自
由
に

，
り
は
じ
め
´ヽ

却
数
年
　
■
議
し
て
写
真

ら
‘
“
及
年
を
及

え
る
が

い
た
す
ら
に
年
を

，Ｆ
れ
る

ば
か
り
で
　
こ
れ
ま
で
も

そ
し
て
ι
分
こ
れ
か
ら
も

ま
人
の
成
を
脱
し
得
な
い

で
あ
ろ
う
仏
で
あ
る
。
加

え
て
　
１１１
＃
技
術
に
出
す

る
専
門
古
は
多
々
あ
り
　
こ
の

ン
リ
ー
ズ
で
も
′
名
な

方

々
が
的
確
な
Ｆ
ほ
ど
き
を
さ
れ
て

い
る
．
よ

っ
て

こ
こ
で
は
　
私
な
り
の
撮
彬
に
関
す
る
み
え
方
」
自
由

で
化
を
撮
る
際
に
な
ぅ
に
な
る
Ｌ
思
わ
れ
る
■
柄
を

‐
ｉｔ‥

す
こ
Ｌ
で
　
お
＝
し
を
細
い
た
い
．

▼
私
が
考
え
る
花

の
撮
影
法

化
の
搬
彬
に
も
さ
ま
ざ
■
な
目
的
や
意
図
Ｌ
、
そ
れ

に
応
し
た
技
術
、
ｉ
法
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
，
そ
れ
を
以
卜
に
中
理
し
て
ム
た
が
　
あ
く
ま
で
概

念
的
な
区
分
で
あ
り
　
実
際
は
中
――――
的
な
こ
Ｌ
が
多

い
。

●
客
観
的
な
写
真

＝
ぁ
り
の
ま
よ
を
写
し
搬
る
．

Ｏ
Ｈ
鑑
的
写
真

一
個
体
と
し
て
の
特
徴
が
わ
か
る
よ
う

ホ

ー
　

説

明

的

　

写

実

的

な

写

彙

と

い

っ
て

も

よ

い
．

記

，

的

な

１，
の

も

こ

の

範

略

に

入

る

．

¨
図

“

的

で

い

¨

・
標^

′
ズ

．
●
生
無
的

て
は
標
■

か

り
広
角

系
の
レ

ン
ス
を

，

つ
こ
と
が
多

い
。

花

の
全

体

か
ら
葉

　
あ
る

い
は
周

辺

の
猥
■

に
ま
で
ビ

ン
ト
を
合

わ

せ
る

に

は
　

絞

り
を
崚

っ
て
被

写
界
深
度

を
深

ッ
タ

ー

ス
ピ

ー
ド

が
遅

く

な

る

の

で

手

ぶ
れ
防
止

に
三
脚

を
使
用
す

る
必
要

明

確

に

し

て

　

あ

■

も

こ

れ

も

と

燎

張

ら

な

い

こ

と

か
大

切

　

そ

の

た

め

　

ハ

ッ
ク

●

ホ

カ

０

と

い

っ
た

Ｉ

県

処

理

や

余

計

な

■

察

の
思

い
切

っ
た

カ

ッ

ト

な

ど

が

必

要

に

な

る

．

レ

／
ス

斑

択

６

′
ヽ

れ

に
合

わ

せ

る

が

　

０

壼

形

的

て

は

中

と

　

い
情

■

的

て

は

Ｏ

と

同

■

の

レ

ノ

ズ

を

使

う

■

合

が

多

く

　

効

果

を

高

め

る

フ

ィ

ル

タ

ー

を

使

用

す

る

こ

と

も

あ

所
で
表
し
た
．
“

・●
用
．

ホ
３
　
弥
陀
ガ
原
や
室

堂

か
ら
　
な

だ

ら

か
に
槙

た
わ
る
御
前
”

や

コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま

っ
た
別
山

　
お
池

め
ぐ

リ

に

、
花

に
も
彙

に
も
ピ

ン
ト
を
合

わ

せ

て
撮

る

．

―
―
作
例
―
．

の

生
態
的
写
真

一
神
と
し
て
の
特
徴
に
加
え
　
■
育
環

境
も
わ
か
る
よ
う
に
川
辺
を
入
れ
て
搬
る
―
―
作
例
２
．

●
主
観
的
な
写
真

＝
自
分
の
思
い
を
た
現
す
る
．

０

造
形
的
写
真

¨
感
＝
に
訴
え
か
け
る
化
の
色
や
形
な

ど
　
最
も
表
現
し
た

い
部
分
を
強
調
し
て
撮
る
―
―
作

①

情
ｌｉｔ
的
写
真

一
化
を
―，―
観
の
Ｌ
要
素

（と
き
に
は
脇

役
）
と
し
て
、
情
感
の
あ
る
風
景
を
作
画
す
る
―
―
■

Ｓ
で
■

，
て
し

，

っ
た
矢
敏
”
．
“

・
マ
ク
ロ

―
作
例
６
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
メ
イ
ン
と
な
る
花
　
特
に
群
落
を

い
か
に
画
面
に
入
れ
る
か
が
■
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

晰
然

の
こ
と
な
が
ら
、
背
丈
が
低
く
、
小
さ
な
化
ほ
ど

画
面
構
成
や
　
化
か
ら
背
―――
ま
で
の
ビ
ン
ト
合
わ
せ
が

難
し
い
．

次

に
、
自
由
で
ぜ
ひ
　
撮
影
し
た
い
の
が
ミ
■
マ
ク

ロ
ユ
リ
や

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
の
群
落

（写
真
７
）
。
ま

た
　
多
彩
で
カ
ラ
フ
ル
な
お
花
畑

（写
真
８
）
も
自
由
の

特
徴

の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

ハ
ク
サ
ン
名
の

柚
物
‐８
神
は
６７
イ
に
出

い
た
が
、
日
立
た
な

い
ス
ゲ
知

や
山
地
―――

の
も
の
は
と
も

か
く
、

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
グ
や

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
フ
ウ

ロ
、　
ン
■
ジ
ン
　
ト
リ
カ
プ
ト
な

ど
は
　
や
は
り
自
由
で
カ
メ
ラ
に
収
め
て
お
き
た
い
化

た
ち
で
あ
ろ
う
．

▼
わ
た
し
の
撮
影
機
材

（次
ベ
ー
ジ
の
写
真
）

こ
の
＝
は
　

＝
お
写
真
を
目
的
と
し
て

い
た
の
で

望
連
系
は
省

い
て
、
６
×
７
判
を
持

っ
て
い
っ
た
。
と

に
か
く
シ
ン
ブ

ル

督
―
――
化
を
心
か
け
て
い
る

（も
Ｌ
も

と
根
材

体
力

と
も
に
な

い
だ
け

の
こ
Ｌ
だ
が
　
　
）

．̈
１

，
一̈

」
ヽ
■
卜
一
”
■

―
‥■
」
Ｌ
な
一い

Ｌ
卜
」
ト

▼
自
山
の
花
を
撮
る

自
由
の
山
容
は
机
し
て
な
だ
ら
か
で
あ
り
　
高
山
＝

は
標
高
２
４
０
０
１‐
以
卜
の
秋

い
範
――――
を
古
め
る
に
す

ぎ
な
い
。
ま
た
　
独
゛
崎
で
あ
る
か
ゆ
え
に
　
近
く
に

自
由
に
比

，――
す
る
よ
う
た
高
さ
の
山
■
が
な
い
．
こ
の

こ
Ｌ
は
、

い
わ
ゆ
る
ア
ル
ベ
ン
的

な
景
観

に
Ｉ

し
く

そ
う
い
っ
た
山
体
を
バ

ッ
ク
に
化
´
搬
彬
で
き
る
場

所

が
　
部
の
地
域
に
限
ら
れ
る
こ
と
を
意
‐――、
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
条
件
の
な
か
で
　
自
由
に
咲
く
化
を
表

現
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
Ｅ
人
が
必
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
　
樹
位
置
で

――――
ｌｒｌｉ
に
で
き
る
た
け
化
を
人

き
く
取
り
込
み
　
な
だ
ら
か
な
山
を

「起
こ
す
」
こ
Ｌ

が
み
え
ら
れ
る
―
―
作
例
５
。

逆
に
、
広
角

レ
ン
ア
を
川
い
て
、

―――
容
の
な
た
ら
か

さ
と
広
が
り
を
強
調
す
る
と
い
っ
た
Ｉ
法
も
あ
ろ
う
―

■
カ

カ
メ
ラ
は
　
過
酷
な
爛
境
ド
で
の
使
用
に
も
耐
え

る
甲
■
さ
と
機
能
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
機
の
Ｆ
Ｍ
２
／
Ｔ
を

使

っ
て
い
る
。
三
脚
は

ロ
ー
ア
ン
グ
ル
が
で
き
る
も
の
。

ミ

ニ
　
脚
は
　
こ
の
タ
イ
プ
で
は
丈
夫
な
方
で
、
大
型

脚
を

い

っ
ば

い
に
広
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
狭
い
道
や

岩
期
な
ど
で
は
、
意
外
に
■
宝
し
て
い
る
．

▼
お
わ
り
に

近
年
、
自
由

の
化
を
見
る
と

「
よ
く
ぞ
生
き
て
こ
ん

な
に
も
咲

い
て
く
れ
た
」
Ｌ
思
う
。
自
由
の
出
――‐
柚
物

が
分
布
す
る
の
は

「西

の
岸

↓
ぷ
ち
」
。
こ
の
よ
よ
温

暖
化
が
進
め
ば
　
典

っ
先
に
絶
減
す
る
迎
命

に
あ
る
と

も

口
わ
れ
て
い
る
。
白
山

の
化
の
す

―ｌｒ
ら
し
さ
に
感
動

す
る
こ
と
が
、
自
由
は
も
と
よ
り
、
自
然
を

い
Ｌ
お
し

む
気
持
ち
に
つ
な
か
る
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
し
　
本
轟
も
そ
の
　
助
に

な
れ
ば
と
鞭

っ
て
や
ま
な

い
．

０
フ
ィ
ル
ム
は
情

し
よ
ｒ
数

カ
ッ
ト

私
も
写
真
を
始
め
た
こ
ろ

は

　

一
枚
ず

つ
縄

っ
て

あ
と
で
後
悔
す
る
こ
と
が
多

か

っ
た
。

い
い
と
思

っ
た

被
写
体
に
出
会

っ
た
ら
、
紋

り
や
”
出
を
変
え
て
何
枚

か
撮

っ
て
お
き
た

い
。
ま
た
　
績
位
置
で
縄

っ
た
ら
、

視
点
を
変
え
て
縦
位
置
で
は
ど
う
か
Ｌ

い
っ
た

工
夫
を

す
る
と
よ

い
。

●
被
写
件

を
よ
く
製
察
す
る

天
候
が
急
変
と

い
っ
た
場
合

は
と
も
か
く
、
花
や
山

は
逃
げ

て

い
か
な

い
。
あ
わ
て
ず

に
　
ま
ず
観
察
し

何
を
ど
う
撮

り
た

い
の
か
を
吟
味
す
れ
ば
、
作
例
―
や

３
の
よ
う
な
失
敗

は
免

れ
る
。
ま
た
　
見
す
ご
し
て
き

た
小
さ
な
花

に
も
美
を
発
見
す
る
と

い
っ
た
観
察
眼
が

養
わ
れ
　
花

の
名
前
も
覚

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

コ

ー

ス

か

ら

の

特

徴

的

な

ｉ

崎

群

が

代

表

的
，

報

。
そ

の

は

か

　

石

徹

白

脩

か

ら

の

別

山

や

主

”

部

　

四

塀

山

あ

た

り

か

ら

の

大

汝

”

　

加

贅

禅

定

通

か

つ
の

四

塚

山

　

中

富

道

お

花

松

原

か

ら

の

剣

ガ

”

と

大

汝

”

な

ど

．

宿

泊

施

設

の

あ

る

室

堂

ゃ
市

電

ガ

馬

場

を

拠

点

に

　

い

率

的

な

や

り
方

で

　

光

線

の

向

き

を

考

慮

し

て
行
動

す

る

と
よ

い
。

＊
４
　

宮

●

や
中

宮

通

お

花

松

源

が

あ

バ

イ

な

ど

の
群

落

の

ほ

か

　

観

光

晰

道

「
馬

の
立

聖

」
付

近

や

平

流

通

上

部

　

釈

迦

浙

道

上

“

　

展

望

歩

道

な

ど

に

見

ら

タ

カ

ネ

マ

ツ

ム

ン
ツ

ウ

な

ど

の

混

生

＝

藩

＾
１１

細

は

「
花

マ

ッ
プ

」

参

照

）

が

代

表
的

．
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案特許でも取つておけば良かつたと思つたほど

だ。『自馬岳』の著者が、その本を参考にしたか

どうかは知る由もなく、元の文献が同じであれ

ば解説も似てくることは当然であるが、『白山』

はこのシリーズでは後発になるため、同じよう

な書きぶりは逆にこちらの品性・良識を疑われ

かねず、いらぬことに時間と労力を費やした。

ついでに言うと、この『白馬岳』や『北岳』『中

央アルプス』などに、セリ科などの植物名誤り

があつた。専門家がチェックすることになつた

ようで、『白山』の奥付にも「花図鑑の植物同定」

者の名が記されている。

2001年 6月 3日 (日 )北 日本新聞より

毛 勝 L山 運 難 救 助 体 験 言己

栂 典雅 (19期 )

2001年 6月 2日 の正午過ぎ、ぼくと深田君

(20期 )は、毛勝山の山頂をあとに、毛勝谷源

頭の雪渓を下つていた。実は、毛勝は数年来、

「グルニプ藪」改め『山楽同人やぶ」の栃尾君

や久富君 (20期 )ら と「行こう、行こう」と言

つていた山で、KUWV富 山支部 (そんな組織

はないと思うが)力(誇 るアルピユス トの早川君

(19期 )を リーダーに、というのがぼくの思い

であつた。ところが、他のメンバーは、仕事、

アキレス腱切断、薄など諸般の事情により、参

加できなくなつたというわけだ。

稜線直下の傾斜は、40度近くはあると感じ

た。「帰りはグリセー ド.ウ ッヒッヒ」という楽

しみに、恐怖心が交錯してきたが、それでもア

イゼンをつけずにソロリ、ソロリと滑つていた。

下りはじめてすぐに、大を連れた3人組を抜い

た。稜線のコルで幕営していたパーティで、大

きなザックを担ぎ、怖くて立って歩けずに、尻

をついている者もいた。

なお、「取材・執筆協力」者については多言し

ないが、撮影アシスタント兼モデル?から食料

兼記録係、ポッカ、運転手、写真の整理・選定、

カウンセラー、その他雑用まで、あきれながら

もこなしてくれ、まさに内助の功。陰の力であ

つ た こ と は 間 違 い な い 。

著者軽薄

付 :苦労の後には喜びがある。これがきっか

けで、2001年 夏は市 毛良枝 さん と白山 に

登る機会に恵まれた。『山と渓谷』2002年 6月

号の特集だとか 。・・。

*内助の功の主は、21期栂 睦美 さんです。

*前ページは無断複製に該当しそうですが、あ

くまで 「宣伝」です。OBの 皆さん 現役の

みなさん、本物は美麗フルカラーです。

山渓のためにも、栂さんのためにも、実物を

買いましょう 1

北
【

。 日
書
際
嵯
¨
畔
に
し
″

一

る
毛
勝
谷

（約

一
、
九
〇
〇

解
）
で
、
下
山
途
中
の
広
島

市
東
区
牛
田
東
、

弁
護
士
、

新
谷
昭
治
さ
ん
ｔ
ａ
と
広
島

県
廿
日
市
市
串
戸
、

団
体
職

一緩
〓
硼
華
書
刷
に
あ
導
緯
い

さ
ん
は
深
さ
約
十
五
ｒ
の
雪

渓
の
割
れ
目
に
転
落
し
た
。

県
消
防
防
災

ヘ
リ
で
県
立
中

央
病
院
に
運
ば
れ
、
新
谷
さ

ん
は
全
身
打
撲
で
重
傷
、
乃

美
さ
ん
は
頭
や
肩
な
ど
の
打

撲
で
軽
傷
。

ら
［
率
達
移
』
邦
砿
鴎
観
「

一

一
日
に
魚
津
市
側
か
ら
毛
勝

山
に
登

っ
た
。
魚
津
署
に
よ

る
と
、
下
山
途
中
に
新
谷
さ

ん
が
雪
渓
で
足
を
滑
ら
せ
、

前
に
い
た
乃
美
さ
ん
も
巻
き

込
ま
れ
た
。
登
山
中
に
事
故

を
知

っ
た
金
沢
市
の
男
性
公

一務
員
■
こ
が
携
帯
電
話
で

一

一
九
番
。
県
消
防
防
災

ヘ
リ

が
魚
津
署
山
岳
警
備
隊
員
を

乗
せ
て
二
人
を
救
出
し
た
。

毛
勝
山

（
二
、
四

一
四
メ
）

の
頭
上
は
魚
津
市
と
宇
奈
月

町
の
境
に
あ
る
。

靴
幣

２
人
滑
落
、重
軽
傷

【毛勝谷 (阿部木谷)の登リロ付近から】

さらに下つたとき、大きな叫び声が聞こえ、

撮り返るとあの登山者が滑落してゆく。そして、

もう一人。一瞬、止めようと思い、駆け寄つた

が、あまりのスピー ドと急斜面に、見送らぎる

を得なかつた。はるか下方で、一人が止まった

のが見えた。これは、現実のことなのだ。とに

かく急がなくてはならない。グリセー ドで下る

哨
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が、落ち着かなくてはという意識と緊張からか

足が疲れて、小刻みになる。やっとたどり着く

と、顔面血だらけではあるが、意識はじつかり

している。先に滑落したもう一人を探すと、深

さ6メ ー トルほどのクレバスの底に、こちらも

血だらけで倒れていた。生きていることはわか

つたが、呼びかけても返事がない。

これはヘリしかないと思つた。深田君もかけ

つけたが、ザイルもなく、クレ′ヽスには降りら

れない。そこへ、ポーダーが滑つてきたので、

呼び止めて連絡を依頼。その直後、下つてきた

登山者の携帯を使い、魚津消防署にヘリを要請。

クレバスの遭難者は、反応するようになり、投

げ入れたスポーッ飲料も飲んだので少し安心し

たが、ショックのせいか意識は朦朧としている

ようだ。何度か消防や警察から問い合わせがあ

り、遭難者の様子や現在地、天候、風速などを

知らせるが、ヘリの遅いこと、通報から1時間

はたつただろう。

救助隊員が降下して、クレバスから遭難者を

吊り上げようと試みるが失敗。山岳警備隊を呼

ぶことになつたが、ドジなことに無線は電池切

れ。携帯で連絡はとれたものの、あっという間

にあたりはガスに包まれ、どうなることかと不

安が胸中を去来する。それに、寒くて歯の根も

合わなくなり、ポロシャッに薄いカッパだけと

いう軽装を後悔した。

しかし、幸運にもガスの晴れ間があり、山岳

警備隊員が降りて遭難者を救出、ヘリに収容す

ることができた。この頃には、登山者も増え、

みんなでザイルの確保やヘリヘの収容に協力し

たが、ホパリングの風圧はすさまじく、自身の

確保も怠れない。そして、遠難者のザックを深

田君と交代で担ぎ、降り出した大雨の中を下山

‐             ‐
1 鶴 ‐

^:

【降下する救助隊員】

したのが4時 15分、3時間近くも現地にいた

ことになる。

結局、クレバスに落ちた人は、記憶に障害が

残つたものの、 1か月後に退院したと聞いた。

事故の原因は、端的にいえば、自分たちのレベ

ルを超える山に来てしまつたということであろ

う。しかし、軽装でアイゼンもはかずにヒョコ

ヒヨコとグリセー ドまでしていたぼくも、ひと

つ間違えば誰かを巻き添えにしていたかもしれ

ないと思うと怖くなつた。

なお、新聞記事の「230メ ー トル滑落」は標

高差で、距離はゆうに 5∞ メー トルを超えてい

た。岩の斜面にぶつかった際や口上の大石に頭

を強打しなかつたことは幸運だつた。

【収容される遭難者】
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白山での遭難者救助について

JL

2001年 (平成 13年)6月 3日  (日曜日)

去る6F12日 、自由で遭難者を救助 したが、その原稿依頼が 6ケ 月後に突然やってきた.

私としては、すっかり忘れていたことだつたので思い出せる範囲で書いていきたい。

まず、新聞には高校山岳協会の人々が救助 したと書いてあったが、それは誤りで石川県

高体連登山部がlEし い。この組織は、高校の山岳部の顧問教諭で構成されているものであ

り、私も小松高校山岳部の顧間として、この組織の一員になっている。大学時代、私は雪

山には行かず、 3シーズンだけ参加 していたというナメた部員であったが、そんな私が最

近では同期の中で一番山に関わつているというのも、なんだか不思議な感 じがしている。

この高体連登山部の活動は、主に各高校の山岳部の練習登山・高校総体 。国体などの引率

である。その他に、数年に 1回の割合で、ヒマラヤ登山、パキスタンでの学校の建設や filt

林などのボランティア活動も行つているが、私はこれらには関わつていない。

事件は、この組織が主管している高校総体 311日 に起きた。高校生約 80名 、顧問教諭約

20名 は、孵19時頃白山室堂を出発し、薔rノ 瀬までを砂防新道を通るルー トで下山していた。

國

37期 若山 悟

この新聞記事は、白山関連で「単に」よけて

おいただけでした。それが、後日、遭難者救助

表彰の記事中に「若山 悟」さんの名前を見付

けてしまいました。あの時編集長の目は怪しく

光り、「会報・白羽の矢」一本を「予約済み」

と、よけたのでありました。

今時の中高年登山が、遭難すれすれで行なわ

れていることがよくわかる、貴重な現場報告で

す。

また、高校山岳部がどんな活動をしているの

か、判るような写真もご提供いただきました。

二
日
午
後
零
時
四
十
三
分

ご
ろ
、
自
山
登
山
道
の
エ
コ

ー
ラ
イ
ン
の
万
才
谷
付
近

（標
高
三
二
〇
〇
厨
）
を
登

山
中
の
金
沢
市
三
馬

一
丁

目
、
会
社
員
女
性
（五
こ
が
滑

落
し
た
と
、
別
の
登
山
者
か

ら
鶴
来
署
に
通
報
が
あ

っ

た
。
松
任
石
川
広
域
消
防
白

峰
分
署
員
や
登
山
中
の
県
高

校
山
岳
協
会
員
ら
が
女
性
を

登
山
道
ま
で
引
き
上
げ
、
午

後
四
時
四
十
五
分
、
県
消
防

防
災
ヘ
リ
が
つ
り
上
げ
て
救

助
し
た
。
女
性
は
鶴
来
町
水
一

戸
町
の
公
立
つ
る
ぎ
病
院
に
一

運
ば
れ
た
が
、
右
足
首
の
骨

折
と
全
身
打
撲
で
重
傷
。

．　
鶴
来
署
に
よ
る
と
、
女
性

は
二
日
朝
、
別
当
出
合
か
ら

一
一
人
で
登
山
し
、
同
日
午
前

十
時
四
十
分
ご
ろ
、
残
雪
に

覆
わ
れ
た
現
場
の
登
山
道
か

ら
誤

っ
て
雪
の
斜
面
を
約
五

十
層
滑
落
し
た
ら
し
い
。

付
近
に
い
た
登
山
者
が
女

性
を
見
つ
け
、
別
当
出
合
ま

で
降
り
て
知
ら
せ
、
高
校
総

体
の
山
岳
競
技
で
居
合
わ
せ

救
助
し
た
女
性
を
ヘ
リ
か
ら
担
架
で
救
急
車
に
運
ぶ
消
防
隊

員
　
―１
２
日
午
後
５
時
”
分
、
鶴
来
町
の
手
取
川
十
八
河
原

ヽ
県
高
校
山
岳
協
会
員
が
通

報
す
る
と
と
も
に
、
救
助
に

参
加
し
た
。

白
山
で
女
性
滑
落
、重
傷

登
山
中

県ヽ
防
災
ヘ
リ
が
救
助

|‐‐
|・ ||・ |・ |‐ |||||‐

‐m.1■
=|・

 .・FI

輻
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この時期はまだ、かなり雪が残っており、室堂も屋根 しか見えていないくらいである。黒

ボコ岩直下の十二曲付近も当然雪がべつたりとついていた。そのとき私は、生徒が安全に

下りるのをサポー トするために、急いで下のほうまでいかなければならなかつた。そのた

め、覚えたてのグリセー ドをやってみたら、案の定転んでしまった。ピッケルで上まろう

と思つたけれどピッケルを離してしまい、 loomほ ど滑落してしまった。幸いにも他の

顧間が下にいて止めてもらつたのそ事なきを得たのだが、その後急な斜面を下りるのが怖

くなった。

そんな中、南竜分岐を過ぎて甚ノ助小屋に行く途中で、 1組の中年夫婦 (?)があとか

ら追いついてきた。登山隊長である K教論が話しかけたら、エコーラインから女性が滑落

して万才谷で動けなくなつているので、救助を要請するために下山しているところだとい

うことであった。携帯電話を持つていたがその辺は電波が届かないので、公衆電話がある

ところまで下山するということだつた。天気は曇 りではあるが、ガスってなかつたのでヘ

リが飛んできて救助するだろうと私たちは思い、大会中でもあつたのでそのまま下山した。

しかし、甚ノ助小屋で休憩していたときからだんだん天気が悪くなり、小屋を出発して

まもなく小雨が降りだした。 1850m付 近まで下山したときに、天候がかなり悪化して

きた。ヘ リが飛ぶかどうかわからない状態にまでなったので、誰か遭難者の側にいたほう

が良いのではないかということになつた。大会中は隊を3つに分けて行動しているが、そ

のうち2隊はすでにかなり下山しており、大方のベテランの顧問も一緒に下山していた。

私は最後尾の隊と一緒に歩いていたのだが、その隊は顧間は約 6名 、生徒約20名だつた。

まずは生徒を安全に下山させることが一番優先されることなので、残つた顧間の数を考え

て、遭難者の捜索は比較的装備もしつかりしていた K教論と私が捜索に行くことになつた。

私は雪山の経験が浅いので少し不安になつたが、同じ学校で顧間をしている K教論には絶

大なる信頼をおぃているので、一緒ならば何とかなるだろうと思つて行くことにした。ツ

ェル トとガスボンベを他の顧問から借りて、私とK教諭は下りてきた道を再び山のほうヘ

登っていった。

南竜分岐を過ぎた頃から、雨風が強くガスも深くなり、視界は5m程になつた。エコー

ラインを越えて、遭難者がいるという情報があつた万才谷付近に着いた。この後は、斜面

はかなりきつく、ステップがない道を トラバースしていかなければならなかつた。視界が

悪かつたので下はほとんど見えず、どのくらい深い谷なのかわからなかつた。

私は数時間前の滑落が思い出されて、今ここで滑落したら、いったいどこまで落ちるのだ

ろうかと不安になつた。しかし、人 1人の命がかかつている。ここで逃げたら担任をして

いるクラスの生徒たちに堂々と顔向けできない。私の頭の中では、プロジェクトXのテー

マ曲である中嶋みゆきの「地上の星」が流れていた。以前、ホテルニュージャパンの火災に

おける救出劇が放送されたが、ホテルに取り残された人を救出した消防士に自分を置き換

えていた。

雪は凍つていて、なかなかステップをつけられなかったが、少しずつ トラバースしてい

つた。すると、突然前を歩いていた K教論が滑落した。あっという間にガスの中に消えて
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いつた。少ししてから「大丈夫」というK教諭の声が聞こえたのでホッとした。 しかし、信

頼をおいていた人でさえも滑落 したので、私としてはかなりびびつてしまつた。K教論が

下から上ってきて私と合流するとき、私も2m程滑つて「うあJと 大声をあげた。起き上が

つたとき、ふと女性の声がかすかに聞こえた気がしたのだが、K教論は聞こえなかつたと

いっていたので、私も空耳と思つてあまり気にとめなかつた。

視界がほとんどきかない状況で、遭難者が上にいるのか下にいるのか全くわからなかつ

た。下手に動くと、私たちも自分の位置がわからなくなり迷つてしまうと思つたので、雪

融けして露出している岩を目印にして、上の方に登つてみようということになつた。さあ

登ろうかと思つたそのとき、一瞬ガスがサッとはれて200m～ 300m位 前方に、フイ

ンレッド色のカッパを着た人が横たわつていて手を振つていた。「いた !」 と私は思わず叫

んだ。体内に大量のア ドレナリンが放出され興奮した。私たちは遭難者に近づき、「お―い」

と叫んだら今度はぐつたりとしていた。さらに近づき、ましかに遭難者をみたらハッとし

た。膝のあたりからズボンを通して出血しており、足も変形していた。顔もやつれてかな

り衰弱しているようだつた。「もう大丈夫ですよ。」とりあえず安心させようと私は声をか

けた。

遭難者は何時間も強い雨風にさらされていたので、顔や手がかなり冷たくなつており震

えていた。私は持つてきたツェル トを遭難者とともにかぶり、背中や手などをさすつたり

飴をなめさせたりしてとにかく安心させようとした。道難者はホジとしたのか、「心細かつ

た」と何度も何度も繰 り返しつぶやき泣いていた。話を聞くと、遭難者は金沢市内に住む

50代の女性で、百名山を登ることを趣味としていた。今回は仲間 3人で自由に登る予定

だつたが、 2人が都合悪くなつたので 1人で登つてきたそうである。別当出合から黒ボコ

岩経由で室堂まで行く予定だつたが、間違つて南竜方面に来たそうである。エコーライン

を登つていく人を見かけて、軽アイゼンとス トックを装備していたので自分も登つていつ

た。結構上の方まで登つていつて一息ついたときに、あやまつて500m～ 600mほ ど

滑落したのである。斜面はかなり急で、岩や木などがところどころでているところを回転

しながら転げ落ち、途中岩などにもぶつかつたりしたようだが、怪我の症状は足の骨折ぐ

らいにみえるのが奇跡的だと思つた。ツェル トをかぶつていても寒いということだつたの
°

で、セーターを着るように言つたが遭難者は持つてきていなかつた。そのことに私は唖然

としたのだが、仕方ないので私のシュラフカパーを靴の上からはかせて、ツェル トの中で

ガスコンロを使つて暖をとつた。発見してからこの間、K教論は無線で下の方にいる私た

ちの仲間に連絡をとっていた。本部は市ノ瀬にあり、そこまでは何人かの顧間が

無線を中継 していたそうである。連絡によると、天候が悪くヘリが飛ぶことができないと

いうことで、仲間の教論がレスキュー隊と共に現場に登つているということだつた。

‐遭難者はずつと寒がつており、唇もあおく辛そうで、ちょつとでも足を動かすととても

痛がつた。そのため急な斜面で不安定な場所ではあつたが、なんとか落ち着かせてこれ以

上衰弱させないようにすることで精一杯だつただけに、私自身この連絡は非常に勇気づけ

られた。雨風はずつと止むことなく、ツェル トも飛ばされそうになることもあつたが、ツ
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ェル トの中 3人で仲間の到着を待つことにした。

1時間くらいたって雨が止みガスも少 しはれた頃、仲間の教諭 2人 とレスキュー隊 2人

が誉J着 した。彼らはザイルを持つてきていたので、まず添え本で足を固定してザイルで急

斜面から谷底まで 10mほ ど下ろした。私はそのとき、何でまず発見したとき添え本をし

なかつたのだろうかと思つた。骨折の時は添え木をするのは常識として知っていたはずだ

つたけれども、まず体を温めて落ち着かせようということばか り気をとられて私はすっか

り添え木のことを忘れていたのだ。こういう緊急時には自分がまず冷静になつて対処 しな

ければいけないことをあらためて感 じた。

谷底に下ろした後、天気が安定 しガスもはれてきたのでヘ リが飛ぶことになった。 しば

らく待つているとヘ リが上空に到着した。 レスキュー隊の人が、遭難者をホバー リングし

ているヘ リに乗せるとヘ リはそのまま飛んでいった。

この頃にはガスもすつかり消えていたので、周囲の状況がよくわかつた。現場はエコー

ラインから南竜へむか う夏道からは、谷よりに大きく外れた地点だった。あらためて、遭

難者が滑落しただろうと思われる斜面を谷底から見上げると、とても急な斜面だつた。夏

には高山植物でいっぱいになるこの辺も、雪がついたらこんなにも危険な場所になるのだ。

今回の救助を行って、つくづく自然の厳 しさを感 じると共に、命の重み、勇気、そして

緊急時での冷静な判断というものがいかに大切であるかを学んだ。

私たち顧間 4人は下山することにした。私の頭の中では、プロジェク トXのエンディン

グ「ヘッドライ ト・テールライ ト」が流れていて、晴れ晴れとした気分で現場を後にした。

6月 2日 の御前峰

遣難者を救助する数時間前。
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H13年 10月 下旬 秋山練習登山 奈良岳ピーク

(プナオ峠～奈良岳往復 )

H12年の夏山合宿 双六小屋付近

計画は双六小屋から徳沢までだったが、部員

達の体調不良などにより新穂高温泉へ下山。
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